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遺伝子組換え飼料「高リシントウモロコシ LY038 系統」に係る食品健康影響評価に関する審議結果 

 

Ⅰ はじめに 

 食品安全委員会は食品安全基本法に基づき、農林水産省より、「高リシントウモロコシ LY038 系統」

の飼料の安全性の確認に係る食品健康影響評価について意見を求められた。（平成 17 年 12 月 9 日、

関係書類を受理。） 

 

Ⅱ 評価対象飼料の概要 

 飼料名 ： 高リシントウモロコシ LY038 系統 

 性 質 ： 高遊離リシン含有 

 申請者 ： 日本モンサント株式会社 

 開発者 ： Monsanto Company（米国） 

 

 高リシントウモロコシ LY038 系統(以下「LY038 系統」という)は、トウモロコシ穀粒中での遊離リ

シンの含有量を高めるため、Corynebacterium glutamicum 由来ジヒドロジピコリン酸合成酵素

(cDHDPS)タンパク質を発現する cordapA 遺伝子が導入されたトウモロコシである。従って、LY038 系

統の穀粒中では遊離リシン含有量が高まることから、この穀粒を含む家畜用飼料においては、リシン

を添加する必要がないか、あるいはその添加量を低減することができる。 

 一般に、トウモロコシの飼料としての利用は、子実、サイレージ及び青刈りとしての直接利用と食

品加工に際して得られる副産物の利用に大別されるが、その大部分は、子実の配混合飼料原料として

の利用であり、本組換えトウモロコシについても、その利用方法は同様である。また、2005 年には約

1,220 万トンのトウモロコシ子実を飼料用として輸入している。（参考文献 1） 

 LY038 系統と従来トウモロコシの相違は、LY038 系統が cDHDPS タンパク質の発現により、穀粒中で

の遊離リシン含有量が高まり、また、その代謝経路の下流にある代謝物、サッカロピン及びα-アミ

ノアジピン酸の含有量が高まっている点である。 

 

Ⅲ 食品健康影響評価 

 本組換えトウモロコシは、平成 19 年 3 月 29 日付け府食第 313 号で、食品安全委員会において、「遺

伝子組換え食品（種子植物）の安全性評価基準（平成 16 年 1 月 29 日食品安全委員会決定）」に基づ

く、食品としての安全性審査を終了しており、ヒトの健康を損なうおそれはないものと判断されてい

る。(参考文献 2) 

LY038 系統と従来トウモロコシの相違は、LY038 系統が cDHDPS タンパク質の発現により、穀粒中で

の遊離リシン含有量が高まり、また、その代謝経路の下流にある代謝物、サッカロピン及びα-アミ

ノアジピン酸の含有量が高まっている点であることから、これらの成分が、肉、乳、卵等の畜産物中

に移行･蓄積し、安全上の問題となる可能性、畜産物中で有害物質に変換・蓄積する可能性、家畜の

代謝系に作用し、新たな有害物質が生産される可能性の有無について、以下の点から確認を行った。 

 

(a) 【cDHDPS タンパク質】 

本組換えトウモロコシは、食品としての安全性審査を終了しており、cDHDPS タンパク質の安全性

は既に確認されている。また、DHDPS タンパク質はトウモロコシ、ホウレンソウ、エンドウマメ及
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び微生物に存在していることが知られている。(参考文献 3,4,5,6) 

 

なお、米国の圃場試験で収穫された LY038 系統中に含有されている cDHDPS タンパク質の最大発

現量は、茎葉で 0.79μg/g 生体組織重量(以下「FW」という)、穀粒で 43μg/g(FW)であった。（参考

文献 7） 

 

(b) 【リシン】 

トウモロコシ穀粒等を主体とする一般的な配合飼料は、家畜の成長に必須な成分であるリシン等

のアミノ酸類が不足していることから、リシン等の添加が必要であり(参考文献 8)、ブロイラー及

び養豚用配合飼料中には、通常、配合飼料 1kg 当たり 1g 程度のリシンが添加されている。家畜は

従来、リシン添加飼料を摂取しており、そのような家畜から生産される畜産物を摂取したヒトの健

康に影響があったという報告はない。 

配合飼料 1kg 中の従来トウモロコシ穀粒(総リシン含有量: 3,200μg/g 乾燥重量(以下「DW」とい

う))を全て LY038 系統穀粒(総リシン含有量: 4,800μg/g(DW))に置き換えて計算すると総リシン量

は、ブロイラー用配合飼料(トウモロコシの配合割合 42.8％)で 0.68g、養豚用配合飼料(トウモロ

コシの配合割合 55.1％)で 0.88g の増加となる。 

これらのリシンの増加量は、従来の配合飼料 1kg に添加されている一般的なリシンの添加量(1g)

を超えない。 

  従って、リシンについては、従来トウモロコシと比較して有意に増加するが、広く家畜に給与さ

れているリシン添加飼料に含まれる量を上回ることはなく、畜産物を経由してヒトの健康に影響を

与える可能性はない。 

 

(c) 【リシンの代謝産物】 

LY038 系統は、トウモロコシ中での遊離リシンの生成量が従来トウモロコシに比べ増加すること

から、その合成経路及び代謝経路に対し、どのような変化を起こすかを確認した。 

合成経路については、リシン合成の前駆体である 2,6-ジアミノピメリン酸及びホモセリンを分析

した結果、両成分については、非組換え対照品種との間に統計学的な有意差は認められなかった。 

代謝産物については、カダベリン、サッカロピン、α-アミノアジピン酸、L-ピペコリン酸を分

析した結果、サッカロピン、α-アミノアジピン酸について非組換え対照品種との間に統計学的な

有意差が認められ、LY038 系統に含まれるサッカロピン含有量は 650.29μg/g(DW)、 α-アミノア

ジピン酸含有量 56.59μg/g(DW)であった。これら両成分の増加が、LY038 系統を摂取した家畜の畜

産物に与える影響について考察した。 

 

① 配合飼料に用いられる原料及び使用割合は、通常、とうもろこしの他、こうりゃん

(0.25％)、大麦(0.43％)、ふすま(0.72％)、大豆油かす(3.53％)、なたね油かす(2.28％)

等であり、配合飼料 1kg 中のこれら原料由来のサッカロピン含有量は、11.7mg、α-ア

ミノアジピン酸含有量は、12.6mg である。 

② 配合飼料 1kg 中の通常トウモロコシ穀粒(サッカロピン含有量:5.88μg/g(DW)、α-アミ

ノアジピン酸含有量:6.33μg/g(DW))を全て LY038 系統穀粒((サッカロピン含有量: 

650.29μg/g(DW)、α-アミノアジピン酸含有量 56.59μg/g(DW))に置き換えて計算する
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とサッカロピンの増加量は、ブロイラー用配合飼料(トウモロコシの配合割合 42.8％)

で 0.28g、養豚用配合飼料(トウモロコシの配合割合 55.1％)で 0.36g、α-アミノアジピ

ン酸の増加量は、ブロイラー用配合飼料(トウモロコシの配合割合 42.8％)で 0.02g、養

豚用配合飼料(トウモロコシの配合割合 55.1％)で 0.03g の増加となる。 

③ サッカロピン及びα-アミノアジピン酸を用い最高投与量を2,000mg/kg体重として行っ

た単回急性経口投与試験の結果、最高投与量においてもマウスに有害な事象は認められ

なかった。 

④ リシンをサッカロピンに変換する酵素は、Lysine-ketoglutarate reductase(LKR)であ

り、サッカロピンをα-アミノアジピンセミアルデヒドに変換する酵素は、Saccharopine 

dehydrogenase(SDH)であり、これらの酵素は、ブタ、ウシ、ヒツジ、ヒト等の肝臓に存

在する。これらの酵素によって代謝された代謝産物は、いくつかの酵素反応を経てアセ

チル-CoA となり、クエン酸回路(TCA 回路)に入るため(参考文献 9,10)、動物の体内に蓄

積することはない。 

 

以上より、リシンの代謝物であるサッカロピン及びα-アミノアジピン酸についても従来トウ

モロコシと比較して有意に増加するが、サッカロピン及びα-アミノアジピン酸は従来から飼料

の原料として用いられてきたものにも含有されており、動物の体内に蓄積することはない。また、

急性経口毒性試験の最高投与量においても、マウスに有害な事象は認められない。従って、これ

らの代謝物が畜産物中に蓄積したり、有害物質に変換・蓄積する可能性や、家畜の代謝系に作用

し新たな有害物質が生産される可能性は極めて低い。 

 

 

 上記(a)～(c)を考慮したところ、本組換えトウモロコシ由来の新たな有害物質が生成され、これが

肉、乳、卵等の畜産物中に移行する可能性、畜産物中で有害物質に変換・蓄積される可能性、遺伝子

組換えに起因する成分が家畜の代謝系に作用し、新たな有害物質が生成される可能性は想定されない。 

以上のことから、高リシントウモロコシ LY038 系統については、「遺伝子組換え飼料及び飼料添加

物の安全性評価の考え方（平成 16 年 5 月 6日食品安全委員会決定）」に基づき、食品健康影響評価は

必要なく、当該飼料を家畜が摂取することに係る畜産物の安全性上の問題はないものと判断される。 
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